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技法についても 

簡単にふれて 

おきます。まず透明

なガラス板に曇りガ

ラスの模様を施します。段取りは透明に

したい部分をテープで マスキングし（下

の画像の黒い部分）、そ して砂を吹き付

けます（サンドブラ

スト技法）。つぎに

マス キングを剥が

し、そ の上に載せ

るパーツ を作ります。パーツ は形ごと

に削り出してから、ふっくらした印象に

なるよう電気炉でエッジを溶かして作り

ます（フュージング技法）。こ れを特殊

な接着剤で貼り付 けていきます。単純 

な作業ながら、パー ツ数が 1188 個とも 

なると根気あるのみ。寝不足、寝不足、

徹夜の日々をくりかえしてようやく完

成。竣工式典に出席し、設置された作品

を見てひそかに思い

ました。大きな文字

では書けませんが、
我ながらいい出来だ！
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笑顔を増やすを理念とする社会福祉

法人あゆみの会の５番目のすまい

る 保 育 園 が こ の ４

月、埼玉県川越市に

開園。その正面玄関

のガラスパネル製作

の仕事をいただきま

した。子どもたちが

毎日くぐる入り口を

飾るパネルです。こ

れはもう力が入るというものです。テー

マは同会の浅川弘子代表と打合せを重ね

て「春の野原」となりました。

どこから見ても

春、誰が見て

も春。おもわず笑み

がこぼれるような、

生き物たちの命の息

づかいが聞こえくる

春。ぽかぽかした陽

気、柔かい風が吹き

渡り、春のにおいを運んでくる。野原は、

保育園のシンボルマークの四葉のクロー

バー、そしてレンゲで埋め尽くされ、た

んぽぽの綿毛は春風に乗って飛び回る。

ああ、わくわくする春！　心弾ませる

春！　こうした思いをいっぱいに詰め込

みました。

生き物たちは隠し絵のように春の野

原に散りばめ

ました。さあ、かく

れんぼしているのは

だれかな？　ミツバ

チ、テントウムシ、アオハナムグリ。モ

ンキチョウとタンポポの綿毛はプラチナ

を焼き付けたガラス

を使って暗くなると

虹色に見えます。ト

カゲ、スズメ、ダン

ゴムシ…その数、全部で 18 種類 20 匹。

ただし、大きさや形はデフォルメしまし

たが、季節には注意

し、春の生き物だけ

にして、夏のセミや

クワガタ、秋のトン

ボは登場しません。さらに、ひそかに「す

まいる」の文字も埋め込みました。子ど

もたちが気づいてくれるといいな。

近作紹介
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春のかくれんぼ すまいる保育園 ( 川越市 ) ガラスパネル

サイズ：1450mm× 330mm


